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●６月は環境月間です〜一人ひとりが地球温暖　
　化防止対策を考え、省エネに努めましょう〜

●介護保険　利用者負担額の
　軽減制度をご利用ください

●募集　文化財取扱講習会
●募集　健康推進員養成講座
●英語版「マンガ彦根の歴史」を
　発行しました
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日
時　

７
月
７
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～
同
４
時
（
開

場
午
後
１
時
～
）　

場
所　

滋
賀
県
立
大
学
（
八
坂
町
）
交
流
セ
ン
タ
ー　

内
容

▼
演
題　
「
粋
な
城
め
ぐ
り
『
彦
根
城
』」

　

講
師　

坂ば
ん

東ど
う

三み

津つ

五ご

郎ろ
う

さ
ん

▼
対
談　
「
彦
根
城
再
発
見
！
〜
彦
根
城
の
魅
力
〜
」　

　

坂
東
三
津
五
郎
さ
ん
と
中
井
均
さ
ん
（
滋
賀
県
立
大

学
准
教
授
）

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

入
場
料　

無
料　

定
員　

４
５
０
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

申
込
期
限　

６
月
29
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）　　
　
　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
面

に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
人
数
⑤
電
話
番

号
を
、返
信
の
表
面
に
は
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏

名
を
書
い
て
、彦
根
ユ
ネ
ス
コ
協
会
「
世
界
遺
産
登

録
推
進
講
演
会
」
係
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾
末

町
１-

38
　　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）☎
24-

７

９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
へ

※
申
し
込
み
は
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
が
、１
通
で
２

人
ま
で
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

※
転
売
を
目
的
と
し
た
申
し
込
み
は
固
く
お
断
り
し

ま
す
。転
売
目
的
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
は
抽
選

の
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

彦根城世界遺産登録推進講演会

彦根ユネスコ協会とは
　
　２月11日にユネスコ（※）憲章の精神に基づき設立されました。
価値ある歴史遺産の保護をはじめ、教育、科学、文化などのあらゆ
る活動を通して、国際平和と人類の福祉の促進を図ることを目的
としています。滋賀県内には長浜市にもあり、日本全国には 277
の協会があります。
　「彦根ユネスコ協会」では、引き続き個人・学生および団体会員
を募集しています。
※ユネスコ　UNESCO（国連教育科学文化機関）
彦根ユネスコ協会ホームページ　
　http://www.city.hikone.shiga.jp/unesco/index.html
問い合わせ先　彦根ユネスコ協会（ 教育委員会生涯学習課内）☎ 24-7974、FAX23-9190

▲坂東三津五郎さん
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問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

労
働
保
険
の

年
度
更
新
手
続
き
は

７
月
10
日
ま
で

滋
賀
労
働
局

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、
確

定
し
た
平
成
23
年
度
の
保
険
料
と
、

平
成
24
年
度
の
概
算
保
険
料
・
一

般
拠
出
金（
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
）

を
、
自
主
的
に
申
告
・
納
付
し
て

い
た
だ
く
重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
期
間
内

の
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
と
お
り
、
申
告
の
受
付
・

相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

申
告
の
受
付
・
相
談
会

日
時　

７
月
６
日
㈮
・
同
９
日

㈪　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時

場
所　

彦
根
労
働
基
準
監
督
署

（
彦
根
地
方
合
同
庁
舎
（
南
彦
根

駅
西
口
か
ら
１
０
０
ｍ
）
３
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
☎
０
７
７-

５

２
２-

６
５
２
０
番
、
彦
根
労

働
基
準
監
督
署
☎
22-

０
６
５

４
番

○
省
エ
ネ
設
備
等
へ
の
補
助
制
度

　

対
象
設
備
と
補
助
金
額

　

▼
高
効
率
給
湯
器　

１
万
５
千

円

　

▼
太
陽
光
発
電
設
備　

１
kW
当

た
り
２
万
５
千
円
、
最
大
８

万
円

　

対
象　

補
助
対
象
の
設
備
の
あ

る
市
内
の
住
宅
に
住
む
人
で
、

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す

人

　

①
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に

　
　

着
工
し
、
同
25
年
３
月
31
日

ま
で
に
終
了
す
る
こ
と

　

②
補
助
対
象
設
備
以
外
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
や
断
熱
材
、
燃
料
電

池
な
ど
省
エ
ネ
設
備
を
導
入

す
る
こ
と（
太
陽
光
発
電
設
備

の
補
助
の
場
合
の
み
）

　

③
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
併
用

し
な
い
こ
と

○
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

夏
の
省
エ
ネ
対
策
の
一
環
と

し
て
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

応
募
方
法　

電
話
か
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

募
集
部
門　

①
家
庭
部
門
②
店

市
民
共
同
発
電
所
を
建
設
し
ま
し

た
。

　

現
在
設
置
し
て
い
る
施
設
は
、

「
森
の
子
保
育
園
（
野
瀬
町
）」
と

「
る
ー
ぶ
る
愛え

知ち

川
（
愛
荘
町
）」
で

す
。
今
年
度
も
同
様
の
発
電
所
を

建
設
す
る
予
定
で
す
。

　

市
民
共
同
発
電
所
で
発
電
し
た

電
力
は
、
設
置
し
た
施
設
に
買
い

取
っ
て
も
ら
う
か
、
余
っ
た
電
力

を
電
力
会
社
に
売
却
す
る
こ
と
で
、

出
資
金
を
還
元
し
ま
す
。
出
資
元

金
が
還
元
で
き
た
時
点
（
還
元
期

間
は
お
お
む
ね
10
年
〜
20
年
）
で
設

置
し
た
施
設
に
太
陽
光
発
電
設
備

が
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

　

出
資
の
詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い

募
集
を
行
い
ま
す
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
心
の
あ
る
人
は
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

○
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
パ
ン
２
０

１
２

　

夏
至
（
６
月
21
日
）
か
ら
七
夕

（
７
月
７
日
）
ま
で
の
期
間
、「
で

ん
き
を
消
し
て
、
未
来
を
み
つ
め

よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国

一
斉
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

照
明
を
落
と
し
て
、
地
球
温
暖

化
を
防
ぐ
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
パ
ン
２
０

１
２
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://

　
　

舗
・
事
業
所
部
門
③
公
共
施

設
部
門　

　

応
募
期
限　

６
月
29
日
㈮

　

写
真
等
の
提
出
期
限　

９
月
18

日
㈫

　

審
査
方
法　

応
募
者
が
提
出
す

る
Ｌ
版
サ
イ
ズ
（
８
・
９
cm

×
12
・
７
cm
）
の
写
真
３
枚
と

ア
ピ
ー
ル
作
文
（
２
０
０
字

以
内
）
に
よ
り
審
査
し
ま
す
。

○
市
民
共
同
太
陽
光
発
電

　

平
成
22
年
度
に
、
湖
東
定
住
自

立
圏
（
彦
根
市
、
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、

甲
良
町
、
多
賀
町
）
の
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

出
資
・
寄
付
と
行
政
か
ら
の
補
助

に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
を
使
っ
た

▶
昨
年
の
家
庭
部
門
の
最
優
秀
賞
作
品

究極の津軽三味線・至高の尺八　高橋祐次郎・佃一生　二人会

　　「風のデュオ」コンサート
　
　津軽三味線界の最高峰であり、民謡界の重鎮で
ある高橋祐次郎と佃

つくだ

一
いっ

生
せい

の二人が、デュエットに
よる「風のデュオ」として、絶妙のコンビネー
ションで津軽三味線と尺八の魅力をたっぷりと
お届けします。　
日時　8月5日㈰　14：00 開演（13：30 開場）
場所　みずほ文化センター多目的ホール（田原

町）
入場料　前売 1,500 円、当日 1,800 円（全席自由）
入場券販売所　みずほ文化センター、ひこね市文

化プラザ、平和堂アル・プラザ彦根くらしの
サービスセンター、ビバシティ平和堂くらしの
サービスセンター

問い合わせ先　みずほ文化センター
　　　　　　　☎ 43-8111、FAX43-8112

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

特
定
家
電
製
品
の

リ
サ
イ
ク
ル
制
度

□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

使
わ
な
く
な
っ
た
家
庭
用
電
気

製
品
は
、
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ

う
。不
適
正
な
処
理
を
す
る
と
、深

刻
な
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
、
液

晶
・
プ
ラ
ズ
マ
式
を
問
い
ま
せ
ん
）、

冷
蔵
庫
（
冷
凍
庫
を
含
む
）、
洗
濯

機
・
衣
類
乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン
の

特
定
家
電
製
品
（
家
電
４
品
目
）

は
、「
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化

法
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）」
の
規

定
に
よ
り
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で

は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

　

製
造
業
者
が
資
源
と
し
て
再
生

使
用
し
ま
す
。
処
理
の
手
続
き
は

次
の
ア
、
イ
の
と
お
り
で
す
。

ア
家
電
販
売
店
で
新
し
い
製
品
へ

の
買
い
替
え
、
ま
た
は
そ
の
製

品
を
購
入
し
た
販
売
店
が
近
く

に
あ
る
場
合
（
こ
の
場
合
、
販

売
店
に
は
引
き
取
る
義
務
が
あ

り
ま
す
）　

→　

引
き
取
る
販

売
店
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と

収
集
運
搬
料
金
を
支
払
い
ま
す
。

（
料
金
は
家
電
販
売
店
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
）

イ
排
出
者
自
身
が
「
指
定
引
き
取

り
場
所
」
へ
運
搬
す
る
場
合

①
排
出
す
る
家
電
の
製
造
業
者

（
メ
ー
カ
ー
）
を
確
認
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
場
合
は
画
面
サ
イ

ズ
、
冷
蔵
庫
の
場
合
は
内な

い

容よ
う

積せ
き

も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
と
振
込
手
数
料
を
郵

流
す
？　

土
に
埋
め
る
？　

い
ず

れ
の
方
法
も
、
環
境
へ
の
影
響
は

避
け
ら
れ
ず
、
お
す
す
め
で
き
ま

せ
ん
。

　

彦
根
市
で
は
、
廃
食
用
油
を
回

収
し
て
再
生
利
用
す
る
こ
と
で
、

環
境
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　

回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
左
の
各
地
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
廃
食
用
油
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
専
用
の
回
収
タ

ン
ク
な
ど
に
入
れ
て
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。（
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に

キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
し
っ
か
り
閉
め
て

く
だ
さ
い
）

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

▼

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階
）

▼

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
野
瀬
町
）

▼
支
所
、
各
出
張
所

▼

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
田

町
）

▼
旭
森
地
区
公
民
館
（
正
法
寺
町
）

▼
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
銀
座
町
）

▼
パ
リ
ヤ
サ
ン
ペ
デ
ッ
ク
（
長
曽

根
南
町
）

▼
㈱
ほ
り
（
稲
里
町
）

※
平
成
23
年
度
の
家
庭
か
ら
の
廃

食
用
油
の
回
収
量
は
約
11
ｔト

ン

で

し
た
。
こ
れ
は
ド
ラ
ム
缶
約
65

本
分
に
も
な
り
ま
す
。

※
回
収
し
た
廃
食
用
油
は
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
精
製
し
、

一
部
の
ご
み
収
集
車
両
の
燃
料

便
局
で
支
払
い
ま
す
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
家
電

の
製
造
業
者
等
を
確
認
の
う

え
、
家
電
販
売
店
、
郵
便
局

ま
た
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０-

３
１

９
６
４
０
番
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

③
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
と
特
定

家
電
製
品
を
持
っ
て
「
指
定

引
き
取
り
場
所
」
に
持
ち
込

み
ま
す
。

最
寄
り
の「
指
定
引
き
取
り
場
所
」

　

高
島
運
輸
㈱
彦
根
営
業
所
（
犬

上
郡
多
賀
町
中
川
原
４
５
４-

２
）
☎
21-

３
５
４
０
番

※
ア
、
イ
の
ど
ち
ら
に
も
該
当

し
な
い
場
合
は
、

清
掃
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
家
電
小
売
店
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。（
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
の
ほ
か
、
別
に
運
搬
費
用

が
か
か
り
ま
す
）

　

ま
だ
使
え
る
家
電
製
品
は
、
廃

棄
せ
ず
、
誰
か
に
譲
っ
て
再
使
用

（
リ
ユ
ー
ス
）
す
る
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
譲
る
相
手
が
い
な
い

場
合
は
、
信
用
で
き
る
リ
ユ
ー
ス

シ
ョ
ッ
プ
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

粗
大
ご
み
の
直
接
搬
入

土
曜
日
の
臨
時
受
け
入
れ

□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

６
月
23
日
㈯
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で

家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
の
臨
時

受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

▼
粗
大
ご
み
以
外
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
臨
時
の
搬
入
経
路
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
故
防
止
の

た
め
、
誘
導
す
る
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
に

も
搬
入
で
き
ま
す
。
搬
入
時
間

は
、「
平
成
24
年
度
ご
み
等
の
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

廃
食
用
油
の

回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

消
費
期
限
切
れ
の
食
用
油
や
古

く
な
っ
た
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
処
理
、

ど
う
し
て
い
ま
す
か
？　

薬
剤
で

処
理
し
て
（
ま
た
は
新
聞
紙
等
に
し

み
込
ま
せ
て
）
他
の
ご
み
と
一
緒

に
出
す
？　

そ
の
ま
ま
排
水
口
に

６
月
は
環
境
月
間
で
す

　
　

〜
一
人
ひ
と
り
が
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
考
え
、

　
　
　
省
エ
ネ
に
努
め
ま
し
ょ
う
〜
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旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
、
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
の
皆
さ
ん
へ

総
　
　
務
　
　
省

　
「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
」
お
よ
び
「
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
」
の
皆
さ
ん
に
「
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
」
が
贈
呈
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
書
状
は
、
先
の
大
戦
に
お

い
て
、
外
地
等
（
事
変
地
の
区
域
、

ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ

れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ

た
「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
」
お
よ
び
「
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
」
で
、
慰
労
給
付
金
の
支
給

対
象
と
な
ら
な
い
人
、
ま
た
は
普

通
恩
給
を
受
け
て
い
な
い
人
に
対

し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た

め
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。
該
当

す
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
遺
族
や
す
で
に
書
状
を
受
け

取
っ
た
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
請
求
期
限
は
、
平
成
25
年
３
月

31
日
㈰
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
大
臣
官

房
総
務
課
管
理
室　

業
務
担
当

（
〒
１
０
０-

８
９
２
６　

東
京

都
千
代
田
区
霞
が
関
２-

１-

２
）

☎
03-

５
２
５
３-

５
１
８
２

番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03-

５
２
５
３-

５

１
９
０
番

枚
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０

３
８
番

法
的
ト
ラ
ブ
ル

解
決
の
た
め
の
総
合
案
内
所

法
テ
ラ
ス
滋
賀

　
「
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー（
愛

称
：
法
テ
ラ
ス
）」
は
、
国
民
向
け

の
法
的
支
援
を
行
う
機
関
と
し
て

国
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
公
的
な
法

人
で
す
。

　

金
銭
問
題
、離
婚
、相
続
、労
働

問
題
な
ど
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ

て
い
る
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
…
そ
ん
な
と

き
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ど
う
ぞ
気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
解
決

に
役
立
つ
法
制
度
や
、
相
談
窓
口

の
情
報
を
無
料
で
紹
介
、
案
内
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
的
に
余
裕
の
な
い

人
が
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と

き
に
、
無
料
法
律
相
談
や
必
要
に

応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書
士
費
用

の
立
て
替
え
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

法
テ
ラ
ス
サ

ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０

-

０
７
８
３
７
４
番
、法
テ
ラ
ス

滋
賀
（
京
阪
浜
大
津
駅
前
）
☎
０

５
０-

３
３
８
３-

５
４
５
４
番

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
内

科
外
来
☎
22-

６
０
５
０
番（
内

線
１
３
０
０
番
）

国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

彦
根
年
金
事
務
所

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口　

住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
区
町
村
役
場
の
国
民
年
金

担
当
窓
口（
彦
根
市
の
場
合
は

保
険
年
金
課
）

受
付
開
始
日　

７
月
２
日
㈪

審
査
対
象
期
間　

７
月
〜
平
成
25

年
６
月

※
申
請
は
原
則
、
毎
年
度
必
要

※
７
月
中
に
申
請
す
る
場
合
は
、

前
年
７
月
か
ら
今
年
６
月
ま
で

の
期
間
（
前
１
年
間
分
）
も
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
７
月

に
前
１
年
間
分
の
免
除
等
も
申

請
す
る
場
合
は
、
申
請
書
を
２

　

相
談
費
用　

無
料

　

事
前
予
約　

不
要

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

内
科
の
膠
原
病
外
来
の

受
診
に
あ
た
っ
て

市
立
病
院

　

市
立
病
院
内
科
で
は
、
毎
月
第

１
・
２
・
３
週
の
月
曜
日
に
、
膠こ

う

原げ
ん

病び
ょ
う

外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

膠
原
病
外
来
は
、
問
診
な
ど
に

長
い
時
間
を
要
す
る
た
め
、
完
全

予
約
制
と
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
受
診
す
る
場
合
は
、
紹

介
元
の
医
療
機
関
か
ら
市
立
病
院

の
地
域
医
療
連
携
室
に
予
約
を
入

れ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
う
え
で
紹

介
元
の
医
師
の
紹
介
状
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
紹
介
元
医
療
機
関
か
ら
の
予
約

の
な
い
受
診
希
望
に
は
応
じ
か

ね
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

彦
根
市
の
行
政
相
談
委
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

□市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　　

彦
根
市
の
行
政
相
談
委
員
の

吉よ
し

持も
ち

和か
ず

代よ

さ
ん
が
、
滋
賀
行
政
評

価
事
務
所
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
業
績
が
特
に
顕
著
で
他

の
模
範
と
す
る
に
足
り
る
と
認
め

ら
れ
た
県
内
の
行
政
相
談
委
員
が

表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
委
員
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

行
政
相
談
委
員
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

国
の
事
務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
、
問
題
の
解
決

や
要
望
な
ど
を
聞
き
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
な
ど
を
、
そ
の
後
の
行
政

運
営
に
生
か
す
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
「
苦
情
や
要
望
を
ど
こ
に
申
し

出
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
」

な
ど
の
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
滋
賀
行
政

評
価
事
務
所
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
滋

賀
行
政
評
価
事
務
所
行
政

相
談
課
☎
０
７
７-

５
２

３-

１
１
０
０
番

行政相談委員の
吉持和代さん

　

介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
い
る
所
得
の
低
い

人
に
対
し
て
、
負
担
額
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
軽
減
制
度
に
は
、
下
表
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　

申
請
す
る
と
、
審
査
の
う
え
、
該
当
者
に
は
認

定
証
（
確
認
証
）
を
交
付
し
ま
す
。

再
申
請
が
必
要
で
す

　

す
で
に
こ
れ
ら
の
軽
減
制
度
を
利
用
し
て
い
る

人
も
、
お
持
ち
の
認
定
証
（
確
認
証
）
の
有
効
期

間
が
６
月
30
日
㈯
で
終
了
し
ま
す
。
７
月
以
降
も

軽
減
の
継
続
を
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め
て
申
請

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
☎
23-

９
６
６

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

社会福祉法人などによる利用者負担軽減制度
対
象
１　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
次

の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０
万
円
以

下
（
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円

加
算
）

②
預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯
で
３
５
０

万
円
以
下
（
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と

に
１
０
０
万
円
加
算
）

③
日
常
生
活
に
使
用
す
る
資
産
以
外
に
活
用

で
き
る
資
産
が
な
い

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ

て
い
な
い

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

軽
減
の
内
容　

社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
（
介
護
保
険
に
よ

る
１
割
の
自
己
負
担
分
、
食
費
、
居
住
費
な
ど
）

の
４
分
の
１
が
軽
減
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
は
２
分
の
１
軽
減
）

対
象
２　

介
護
保
険
施
設
の
個
室
に
入
所
（
滞

在
）
し
て
い
る
生
活
保
護
受
給
者

軽
減
の
内
容　

社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
居
住
費
（
滞
在
費
）
の
全
額

が
軽
減

第
１
段
階

第
２
段
階

第
３
段
階

施設（介護保険施設、地域密着型介護老人福祉施設）、
またはショートステイ利用時の食費・居住費（滞在費）の軽減制度

利用者負担の段階と対象者

世帯全員が住民税非課税
で、老齢福祉年金を受給
している人、生活保護を
受給している人など

世帯全員が住民税非課税
で、前年の合計所得金額
と課税年金の収入額の合
計が80万円以下の人

世帯全員が住民税非課税
で、第２段階に該当しな
い人

食費

３００円

３９０円

６５０円

利 用 者 負 担 の 上 限（ 日 額 ）
居　　住　　費　　（ 滞 在 費 ）

ユニット型個室
ユニット型準個室
従来型個室（特別養護老人ホーム）
従来型個室（老人保健施設、療養型医療施設）
多床室
ユニット型個室
ユニット型準個室
従来型個室（特別養護老人ホーム）
従来型個室（老人保健施設、療養型医療施設）
多床室
ユニット型個室
ユニット型準個室
従来型個室（特別養護老人ホーム）
従来型個室（老人保健施設、療養型医療施設）
多床室

ユニット型個室　複数の
居室と共同生活室によ
って一体的に構成さ
れ、一定の基準を満た
した場所（ユニット）
内にある居室

ユニット型準個室 多床
室を改修してユニット
型施設にしたものな
ど、ユニット型個室に
準じた居室

従来型個室　ユニット型
になっていない従来型
の居室

多床室　相部屋

８２０円
４９０円
３２０円
４９０円
０円

８２０円
４９０円
４２０円
４９０円
３２０円

１,31０円
１,３１０円
８２０円
１,３１０円
３２０円

介
護
保
険

利
用
者
負
担
額
の

軽
減
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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博
物
館
入
門
講
座
・
美
術
編

“
観
る
”
講
座
〜
井
伊
家
伝
来

大
名
道
具
を
読
み
解
く
〜

〈
内
容
〉井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具

の
名
品
を
取
り
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
作
品
の
魅
力
に
迫
り

ま
す
。　
〈
日
時
〉
６
月
30
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
40
分　

〈
場
所
〉彦
根
城
博
物
館（
金
亀
町
）

〈
講
師
〉
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員

〈
定
員
〉
70
人
（
事
前
の
申
し
込
み

不
要
、当
日
先
着
順
）　
〈
受
講
料
〉

３
０
０
円
（
資
料
代
）　
〈
問
い
合

わ
せ
先
〉 

彦
根
城
博
物
館
☎
22-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５

２
０
番

彦
根
城
博
物
館

キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

▼
①
狂
言
教
室　

〈
対
象
〉小
学
校
５
・
６
年
生　
〈
内

容
〉狂
言
の
所
作
、実
技
を
基
本
か

ら
学
び
、
実
際
に
博
物
館
の
能
舞

台
で
発
表
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
７

月
22
日
㈰
、同
23
日
㈪
、８
月
７
日

㈫
、
同
８
日
㈬
、
同
12
日
㈰
、
同

13
日
㈪
、
同
18
日
㈯　

午
後
２
時

30
分
〜
同
４
時
30
分
（
18
日
㈯
の

み
午
後
１
時
〜
同
４
時
30
分
）〈
講

師
〉
和い

ず
み泉
流
狂
言
師　
小お

笠が
さ

原わ
ら

匡
た
だ
し

さ
ん　

ほ
か　
〈
定
員
〉
12
人 

（
先

（
１
人
５
句
、
同
）、
冠か

ん

句く

（
題
「
信

じ
合
い
」「
よ
い
天
気
」「
く
じ
け
ず

に
」
１
人
５
句
、
同
）、
詩
（
１
人

１
篇
、
縦
書
き
の
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
２
枚
以
内
）、
随
筆
・
評
論

（
１
人
１
篇
、
同
３
〜
５
枚
、
ワ
ー

プ
ロ
可
）、
小
説
（
１
人
１
篇
、
同

５
〜
７
枚
、
ワ
ー
プ
ロ
可
）
※
応
募

用
紙
は
そ
の
ま
ま
印
刷
原
稿
と
す

る
の
で
、
楷か

い

書し
ょ

で
明
確
に
書
い
て

く
だ
さ
い
。　

※
部
門
ご
と
に
用

紙
を
改
め
、
部
門
名
・
住
所
・
氏

名
ま
た
は
雅が

号ご
う

（
ふ
り
が
な
）・
電

話
番
号
を
各
用
紙
に
書
い
て
く
だ

さ
い
。
封
筒
に
も
部
門
名
を
朱
書

で
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
そ
の

他
〉
い
ず
れ
も
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
応
募
原
稿
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
募
集
要
項
と
応
募
用
紙

は
、
市
立
図
書
館
、
各
地
区
公
民

館
、
市
民
会
館
、
ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
右
記

以
外
の
応
募
条
件
も
確
認
の
う
え

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
応
募
資

格
〉市
内
か
近
隣
市
町
に
在
住
、ま

た
は
市
内
の
文
芸
団
体
に
所
属
す

る
人   

〈
費
用
〉１
部
門
千
円　
〈
投

稿
期
限
〉
７
月
21
日
㈯
（
郵
送
の

場
合
は
当
日
消
印
有
効
） 　
〈
投
稿

先
〉 

市
立
図
書
館
内
「
彦
根
文
芸

協
会
」（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾

末
町
８-

１
）　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

彦
根
文
芸
協
会
（
担
当　

島
野
）
☎

22-

０
４
７
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

２

３
４
１
番

着
順
）　
〈
持
ち
物
〉
白
足た

袋び

、扇せ
ん

子す

▼
②
博
物
館
体
験　

〈
対
象
〉
小
学
校
１
〜
６
年
生　

〈
内
容
〉館
内
探
検
や
美
術
体
験
、

木
造
棟
で
の
茶
道
体
験　
〈
日
時
〉

７
月
29
日
㈰
、
８
月
５
日
㈰　

１

〜
３
年
生
は
午
後
１
時
30
分
〜
同

３
時
30
分
、
４
〜
６
年
生
は
午
前

10
時
〜
正
午　
〈
講
師
〉彦
根
城
博

物
館
学
芸
員　
〈
定
員
〉１
〜
３
年

生
、
４
〜
６
年
生
そ
れ
ぞ
れ
25
人

（
先
着
順
）　

▼
共
通
事
項

〈
対
象
〉
彦
根
市
、
米
原
市
、
豊
郷

町
、
甲
良
町
、
多
賀
町
お
よ
び
愛

荘
町
内
の
小
学
生　

※
各
小
学
校

に
申
し
込
み
用
紙
を
配
布
し
ま
す

〈
参
加
費
〉２
０
０
円
（
保
険
料
・
資

料
代
）　

※
両
コ
ー
ス
参
加
の
場
合

は
４
０
０
円　
〈
場
所
〉
彦
根
城
博

物
館
（
金
亀
町
）　  

〈
申
込
期
限
〉

７
月
８
日
㈰　

 

〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
彦
根
城
博
物
館
☎
22-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５

２
０
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、

直
接
窓
口
で
受
付

文
化
財
取
扱
講
習
会

〈
内
容
〉
掛
軸
な
ど
の
工
芸
品
、
漆

器
や
陶
磁
器
の
特
性
を
理
解
し
、

そ
の
取
り
扱
い
や
保
管
に
つ
い
て

学
び
ま
す
（
虫
干
し
や
梱
包
の
仕
方

な
ど
）。　
〈
日
時
〉７
月
22
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時　
〈
場

所
〉
市
民
会
館
第
３
会
議
室
〈
定

員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無

料　
〈
申
込
期
間
〉７
月
２
日
㈪
〜

同
20
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

教
育
委
員
会
文
化
財
課
☎

26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５

８
９
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　
http://www.city.hikone.

shiga.jp/edu/

夏
休
み

文
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〈
内
容
〉文
芸
作
品
を
自
ら
つ
く
る

こ
と
で
日
本
語
の
持
つ
本
来
の
美

し
さ
を
感
じ
、
豊
か
な
表
現
力
を

育
み
ま
す
。〈
日
時
〉７
月
28
日
㈯

【
川
柳
】、
８
月
11
日
㈯
【
詩
】、
同

18
日
㈯　
【
短
歌
】、
同
25
日
㈯

【
俳
句
】　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

分
〜
正
午　
〈
場
所
〉ひ
こ
ね
市
文

化
プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）
と
そ
の
周

辺　
〈
対
象
〉
市
内
在
住
、
在
学
の

小
・
中
学
生　

※
各
学
校
に
申
し

込
み
用
紙
を
配
布
し
ま
す　

※
家

族
と
一
緒
に
参
加
も
可　

※
小
学

１
〜
３
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
〈
定
員
〉
35
人
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉無
料　
〈
申
込
期
限
〉７
月

20
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

（
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
内
）
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０

８
０
番
　
※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
直

接
窓
口
で
受
付

「
ひ
こ
ね
文
芸
第
31
号
」
作
品

〈
募
集
部
門
・
規
定
〉　

短
歌
（
１

人
３
首
、必
ず
専
用
の
応
募
用
紙
で
）、

俳
句
（
１
人
５
句
、
同
）、
川
柳

▲昨年のキッズサマースクール（狂言）の様子

▲昨年の文化財取扱講習会の様子

ま
た
は
直
接
窓
口
で
受
付

ウ
ィ
ズ
お
や
こ
広
場

〈
内
容
〉
季
節
に
合
っ
た
ゲ
ー
ム
、

水
遊
び
、
お
は
な
し
会
な
ど
親
子

で
一
緒
に
遊
ぶ
広
場
で
す
。
※
土

曜
日
開
催
な
の
で
、
平
日
は
忙
し

い
保
護
者
、
特
に
お
父
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
〈
日

時
〉
７
月
14
日
㈯
、
８
月
11
日
㈯
、

９
月
８
日
㈯　

午
前
10
時
～
同
11

時
30
分　
〈
場
所
〉
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー「
ウ
ィ
ズ
」　
〈
対
象
〉

乳
幼
児
と
保
護
者　
〈
参
加
費
〉無

料　
〈
持
ち
物
〉８
月
11
日
は
水
遊

び
の
た
め
、
着
替
え
と
タ
オ
ル　

〈
そ
の
他
〉事
前
申
し
込
み
は
不
要
、

当
日
自
由
参
加　
〈
問
い
合
わ
せ

先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５

２
９
番

ウ
ィ
ズ
夏
休
み
企
画

親
子
夏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

〈
内
容
〉親
子
で
一
緒
に
活
動
す
る

楽
し
さ
を
味
わ
い
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
る
機
会
で
す
。　

▼
①
ロ
ボ
ッ
ト
教
室　

〈
日
時
〉７
月
21
日
㈯　

Ａ
コ
ー
ス

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

Ｂ
コ
ー
ス
午
後
２
時
〜
同
５
時　

〈
定
員
〉各
コ
ー
ス
親
子
10
組
ず
つ

〈
参
加
費
〉
１
組
２
０
０
円　

▼
②
わ
く
わ
く
ガ
ラ
ス
工
芸　

〈
日
時
〉７
月
21
日
㈯　

午
前
10
時

〜
正
午　
〈
定
員
〉
親
子
24
組　

〈
参
加
費
〉
１
組
２
０
０
円　
〈
材

料
費
〉
１
作
品
に
つ
き
５
０
０
円

▼
共
通
事
項　

〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー「
ウ
ィ
ズ
」　
〈
託
児
〉０
歳
〜

就
学
前　

※
１
人
２
０
０
円
、
要

事
前
申
し
込
み　
〈
対
象
〉市
内
の

小
学
生
と
保
護
者
〈
申
込
期
間
〉

６
月
15
日
㈮
〜
７
月
３
日
㈫
（
必

着
）　
〈
申
込
方
法
〉
往
復
は
が
き

往
信
の
裏
面
に
①
希
望
講
座
名
②

受
講
す
る
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
つ
き
）
③
学
校
名
・
学
年
④
郵

便
番
号
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号
（
あ

れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
）
⑦
託
児
希
望
が

あ
れ
ば
子
の
名
前
（
ふ
り
が
な
つ

き
）
と
生
年
月
日
を
、
返
信
の
表

面
に
も
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
書
い
て

男
女
共
同
参
画
セ
ン

８
月
２
日
㈭
、
同
６
日
㈪
、
同
９

日
㈭
、
同
20
日
㈪
（
全
７
回
）　

午

前
10
時
〜
正
午　
〈
場
所
〉鳥
居
本

中
学
校　

▼
②
作
っ
て
楽
し
む
パ
ソ
コ
ン　

〈
対
象
〉
小
学
校
３
年
生
以
上
の

人
〈
内
容
〉
ち
ら
し
作
り
、
名
前

シ
ー
ル
作
り
、
は
が
き
作
り
な

ど  

〈
日
時
〉
７
月
24
日
㈫
、
同
27

日
㈮
、
同
31
日
㈫
、
８
月
３
日
㈮
、

同
７
日
㈫
、
同
10
日
㈮
、
同
21
日

㈫
（
全
７
回
）　

午
前
10
時
〜
正
午

〈
場
所
〉
西
中
学
校　

▼
共
通
事
項　

〈
定
員
〉
各
コ
ー
ス
20
人 

（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）  

〈
参
加
費
〉

１
、４
０
０
円
（
別
に
材
料
費
が
千

円
程
度
必
要
で
す
）　 

〈
申
込
期
間
〉

６
月
15
日
㈮
〜
同
29
日
㈮
（
最
終

日
の
消
印
有
効
）　 

〈
申
込
方
法
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
往
復
は
が
き
往
信

の
裏
面
に
①
希
望
講
座
名
・
会
場

学
校
名
②
氏
名（
ふ
り
が
な
つ
き
）

③
年
齢
④
郵
便
番
号
⑤
住
所
⑥
電

話
番
号
を
、
返
信
の
表
面
に
も
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
を
書
い
て

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
〒
５

２
２-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）

☎
24-

７
９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
へ

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０

０
４
１ 

平
田
町
６
７
０
）へ　

※
往

復
は
が
き
は
各
講
座
ご
と
に
１
家

族
１
枚　

※
定
員
を
上
回
る
申
し

込
み
が
あ
る
と
き
は
、
７
月
４
日

㈬
午
前
10
時
か
ら
公
開
抽
選
〈
問

い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

３
５
２
９
番

お
楽
し
み
♪
パ
ソ
コ
ン
講
座

〈
内
容
〉タ
ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
（
ｉア

イ

Ｐパ

ッ

ド

ａ
ｄ
）
の
優
れ
た
機
能

や
、
ブ
ロ
グ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
て
情
報
発
信
す
る
楽
し

さ
を
学
び
ま
す
。
※
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
と

パ
ソ
コ
ン
は
主
催
者
が
用
意
し
ま

す
。　
〈
日
時
〉
６
月
29
日
㈮
、７

月
６
日
㈮
、
同
13
日
㈮　

午
前
10

時
～
正
午　
〈
場
所
〉
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
講
習

室　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
、在
勤
、

在
学
す
る
人
〈
受
講
料
〉
各
回
千

円
（
資
料
代
）〈
定
員
〉
10
人
（
先

着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉
６
月
15
日

㈮　

午
前
９
時
〜
同
28
日
㈭
（
期

限
前
で
も
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
）　
〈
託
児
〉
０
歳
〜
就

学
前　

※
１
人
２
０
０
円
、
要
事

前
申
し
込
み　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

県
内
男
女
参
画
セ
ン
タ
ー
連
携
事
業

び
わ
湖
一
周

さ
ん
か
く
映
画
祭

〈
上
映
作
品
〉「
女
人
、四
十　
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ　

Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
監
督
：

許ア
ン

鞍ホ

華イ　

主
演
：
蕭

ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
シ
ャ
オ

芳
芳　

※
上

映
後
、
女
性
・
男
性
の
生
き
方
の

こ
と
、
映
画
の
感
想
な
ど
を
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉７
月

７
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
同
４

時  

〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー「
ウ
ィ
ズ
」　
〈
参
加
費
〉１

０
０
円
（
上
映
後
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

お
茶
菓
子
代
）　
〈
対
象
〉
市
内
に

在
住
の
人　
〈
定
員
〉
30
人
（
先
着

順
）　
〈
申
込
期
限
〉
７
月
６
日
㈮  

〈
託
児
〉
０
歳
〜
就
学
前  

※
無
料
、

要
事
前
申
し
込
み　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
受
付

学
校
教
室
開
放
事
業

パ
ソ
コ
ン
講
座

▼
①
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン　

〈
対
象
〉中
学
生
以
上
の
パ
ソ
コ
ン

初
心
者　
〈
内
容
〉
基
本
操
作
、簡

単
な
文
書
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
使
い
方
な
ど　
〈
日
時
〉７
月

23
日
㈪
、
同
26
日
㈭
、
同
30
日
㈪
、
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ミ
シ
ガ
ン
州
の
大
学
生

夏
季
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

〈
趣
旨
〉
彦
根
市
国
際
協
会
で
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
カ
ル
ビ

ン
大
学
（
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
グ
ラ
ン

ド
ラ
ピ
ッ
ズ
市
）
の
学
生
を
研
修

生
と
し
て
受
け
入
れ
ま
す
。
研
修

生
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
彦
根
市
と
彦
根
市
国
際
協
会
で

イ
ン
タ
ー
ン
（
就
業
体
験
）
を
し
ま

す
。
こ
の
事
業
に
協
力
し
て
い
た

だ
く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
※
学
生
は
基
本
的
な
日

本
語
の
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　
〈
受
入
学
生
数
〉４
人　

〈
受
入
予
定
期
間
〉８
月
２
日
㈭
〜

９
月
１
日
㈯
（
１
家
庭
に
つ
き
、で

き
れ
ば
１
週
間
以
上
の
受
け
入
れ
を

お
願
い
し
ま
す
）　
〈
応
募
期
限
〉

７
月
７
日
㈯　
〈
そ
の
他
〉事
前
に

受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。　
〈
応
募
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
市
国
際
協
会

事
務
局
（
国
際
交
流
サ
ロ
ン
内
）
☎

22-

１
４
１
１
番
内
線
６
０
８
番

　

※
日
・
月
曜
日
は
休
館

ひ
と
り
で
で
き
る

人
形
劇
講
習
会

〈
内
容
〉
専
門
家
の
指
導
に
よ
り

人
形
の
作
成
か
ら
演
技
ま
で
を
学

び
、そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉
９
月
１
日
㈯
、同
22
日
㈯
、

同
29
日
㈯
、
10
月
13
日
㈯
、
同
27

日
㈯
、
11
月
10
日
㈯
、
同
17
日
㈯
、

12
月
１
日
㈯
、
同
15
日
㈯
、
平
成

25
年
１
月
12
日
㈯
、
同
26
日
㈯　

午
後
１
時
〜
同
４
時
ま
た
は
５
時

（
１
月
26
日
の
み
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
）　
〈
場
所
〉
み
ず
ほ
文
化
セ

ン
タ
ー
（
田
原
町
）　
〈
対
象
〉
高

校
生
以
上
で
、
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人
を
優
先　
〈
定
員
〉

15
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　
〈
費
用
〉
一
般
８
千
円
、
高

校
生
５
千
円　

※
ほ
か
に
人
形
の

材
料
費
が
必
要
で
す
。　
〈
申
込
期

限
〉
６
月
30
日
㈯　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
み
ず
ほ
文
化
セ
ン

タ
ー
☎
43-

８
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
43-

８
１
１
２
番
、
Ｅ
メ
ー
ル

m
izuho@

m
x.hikone.ed.jp

湖
東
定
住
自
立
圏
地
域
創
造
事
業

先
人
の
知
恵
に
学
ぶ

〜
湖
東
地
域
に
伝
わ
る
歴
史
・

文
化
遺
産
を
訪
ね
て
〜

〈
内
容
〉皆
さ
ん
を
地
域
に
伝
わ
る

歴
史
・
文
化
遺
産
に
ご
案
内
し
ま

す
。　
〈
コ
ー
ス
〉

▼
①
愛
荘
町
「
郷
土
の
偉
人
に
学

ぶ
」
６
月
23
日
㈯　
〈
集
合
時
間
・

集
合
場
所
〉
午
後
０
時
50
分　

近

江
鉄
道
愛え

知ち

川
駅　

▼
②
甲
良
町
「
甲
良
の
偉
人
と
せ

せ
ら
ぎ
の
親
水
公
園
に
学
ぶ
」
７

月
21
日
㈯　
〈
集
合
時
間
・
集
合
場

所
〉
午
後
０
時
50
分  

Ｊ
Ｒ
河
瀬

駅
東
口
、
午
後
１
時
15
分　

近
江

鉄
道
尼
子
駅　

▼
③
豊
郷
町
「
日
本
最
初
の
動
力

に
よ
る
灌か

ん

漑が
い

揚よ
う

水す
い

場じ
ょ
うに
学
ぶ
」
７

月
28
日
㈯　
〈
集
合
時
間
・
集
合
場

所
〉
午
後
１
時
15
分　

近
江
鉄
道

豊
郷
駅　

▼
④
多
賀
町
「
近
江
久
徳
城
跡
・

室
町
時
代
の
芹
川
井
堰
・
庄
屋
屋

敷
に
学
ぶ
」９
月
23
日
㈰　
〈
集
合

時
間
・
集
合
場
所
〉
午
後
０
時
30

分　

近
江
鉄
道
多
賀
大
社
前
駅　

▼
⑤
彦
根
市
「
湖
東
焼
き
に
見
る

先
人
の
知
恵
に
学
ぶ
」
10
月
６
日

㈯　
〈
集
合
時
間
・
集
合
場
所
〉
午

後
１
時　

Ｊ
Ｒ
彦
根
駅
西
口　

▼
共
通
事
項

〈
注
意
事
項
〉　

①
・
③
・
④
・
⑤
の

コ
ー
ス
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
、
②

は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。
各
コ
ー

ス
と
も
解
散
は
午
後
４
時
の
予
定

　
〈
定
員
〉
各
コ
ー
ス
50
人 

（
先
着

順
）  

〈
参
加
費
〉
３
０
０
円
（
損

害
保
険
代
・
資
料
代
。
当
日
お
支

払
い
く
だ
さ
い
）　
〈
申
込
期
間
〉

各
コ
ー
ス
と
も
開
催
日
の
１
週
間

前　 

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

豊
郷
町
観
光
協
会
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

35-

３
７
３
７
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

toyosatokankou@
castle.ocn.

ne.jp　

※
電
話
か
、①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
希
望
の

コ
ー
ス
を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル

県
立
八
幡
工
業
高
校

わ
く
わ
く
実
験
・

ど
き
ど
き
工
作
教
室

〈
テ
ー
マ
〉
①
ミ
ニ
４
Ｗ
Ｄ
カ
ー

を
つ
く
ろ
う
！
②
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ 

Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
を
つ
く
ろ
う
！
③
ラ
ジ
オ

を
つ
く
ろ
う
！
④
割
り
箸
で
行
灯

を
つ
く
ろ
う
！
⑤
よ
く
飛
ぶ
紙
飛

行
機
を
つ
く
ろ
う
！
⑥
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
つ
く
ろ
う
！
⑦
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
消
し
ゴ
ム
を
つ
く
ろ
う
！
⑧

浮
沈
子
を
つ
く
ろ
う
！　
〈
日
時
〉

７
月
28
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜

正
午　
〈
対
象
〉
小
学
校
４
〜
６
年

生
（
保
護
者
同
伴
）、中
学
生　
〈
定

員
〉
各
テ
ー
マ
そ
れ
ぞ
れ
10
〜
20

人　
〈
参
加
費
〉
無
料
（
保
険
加
入

希
望
者
は
１
０
０
円
）　
〈
場
所
〉
滋

賀
県
立
八
幡
工
業
高
校　
〈
申
込

期
限
〉
７
月
９
日
㈪
（
必
着
）
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉往
復
は
が
き

往
信
の
裏
面
に
①
郵
便
番
号
②
住

所
③
氏
名
（
小
学
生
は
同
伴
の
保
護

者
名
も
）
④
電
話
番
号
⑤
学
校
名
・

学
年
⑥
希
望
テ
ー
マ（
第
４
希
望
ま

で
）
⑦
保
険
加
入
希
望
の
有
無
を
、

返
信
の
表
面
に
も
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
書
い
て
、
八
幡
工
業

高
校
「
わ
く
わ
く
実
験
・
ど
き
ど

き
工
作
教
室
実
行
委
員
会
」（
〒
５

２
３-

０
８
１
６ 

近
江
八
幡
市
西
庄

町
５
）☎
０
７
４
８-

37-

７
２
２
７

番
へ

第
17
回

「
湖
国
を
描
く
絵
画
展
」作
品

〈
作
品
の
規
定
〉滋
賀
県
内
の
風
景

や
風
俗
、
祭
、
行
事
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
で
、
洋
画
、
日
本

画
、
版
画
、
貼
り
絵
、
切
り
絵
な

ど
の
平
面
作
品
。
大
き
さ
は
Ｍ
30

号
（
90
・
９
㎝
×
60
・
６
㎝
）
以
上

Ｓ
50
号
（
116
・
７
㎝
×
116
・
７
㎝
）

以
下　
〈
応
募
点
数
〉１
人
２
点
以

内　
〈
出
品
料
〉
一
般
１
、５
０
０

円　

高
校
生
５
０
０
円　
〈
応
募

資
格
〉
平
成
９
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人   

〈
作
品
受
付
日
・

受
付
会
場
〉
８
月
25
日
㈯
・
同
26

日
㈰
：
し
が
県
民
芸
術
創
造
館
（
草

津
市
野
路
六
丁
目
）　

８
月
25
日
㈯
：

県
立
文
化
産
業
交
流
会
館（
米
原
市

下
多
良
）　
〈
賞
〉グ
ラ
ン
プ
リ
１
点

（
副
賞
50
万
円
）、金
賞
２
点
（
副
賞

５
万
円
）、
キ
ラ
リ
新
鋭
賞
（
高
校

生
対
象
、
副
賞
２
万
円
）〈
巡
回
展

示
〉
入
選
・
入
賞
作
品
は
、
10
月

か
ら
県
内
５
会
場
で
巡
回
展
示
し

ま
す
。　
〈
募
集
要
項
の
取
寄
先
〉

し
が
県
民
芸
術
創
造
館
☎
０
７
７-

５
６
４-

５
８
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
７-

５
６
４-

５
８
５
１
番

　

最
近
、
電
気
自
動
車
が
普
及
し

は
じ
め
て
い
て
、
電
気
自
動
車
用

の
急
速
充
電
設
備
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
電
気
自
動
車
用
の
急

速
充
電
設
備
に
関
す
る
基
準
を
新

た
に
定
め
る
た
め
、
条
例
の
素
案

を
公
開
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

消
防
本
部

　

予
防
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出

張
所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
等
の
提
出
期
間　

６
月
５
日

㈫
〜
７
月
４
日
㈬
（
必
着
）

提
出
方
法　

消
防
本
部
予
防
課

に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

消
防

本
部
予
防
課
（
〒
５
２
２-

０
０

５
４　

西
今
町
４
１
５
）
☎
22-

０
３
３
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９

４
２
７
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

彦
根
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
（
素
案
）

国家公務員　
 税務職員（高卒者）採用試験

受験資格　高校卒業見込みの者、卒業後
３年を経過していない者（平成21年４
月１日以降の卒業者）

申込受付
◎インターネット受付　６月 26 日㈫ 〜７

月５日㈭
　専用アドレス http://www.jinji-shiken.

go.jp/juken.html
○郵送または持ちこみ　７月２日㈪ 〜同

10日㈫
　人事院近畿事務局（〒 553-8513 大阪

市福島区福島 1-1-60）☎ 06-4796-
2191

第１次試験日　９月９日㈰
試験地　京都市、大阪市ほか

問い合わせ先　大阪国税局人事第二課試
験係☎　06 - 6941- 5331、彦根税
務署総務課☎ 22 -7640、国税庁ホー
ムページ「採用案内」http://www.nta.
go.jp

　

hikonefd.yobou@
bz03.　

plala.or.jp

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
は
、
意
見
に
対
す
る

彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も
に

整
理
し
た
う
え
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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　「社会を明るくする運動」は、全ての国民が、犯罪や
非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を
深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非
行のない地域社会を築こうとする全国的な運動です。
　彦根市でも、これまでの活動の実績をふまえて、市
民全ての願いである犯罪や非行のない明るい社会の実
現に向けて取り組みます。皆さんのご理解とご参加を
お願いします。

行動目標
①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう
②犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう
③全ての青少年が健全な環境で育つように努めよう
④上の①②③について地域社会の理解が得られるよう

協力しよう

日時　７月１日㈰　13：00 〜 16：20
場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）

内容
◆オープンセレモニー・県警音楽隊による演奏（１階

センタープラザ）

第 62 回

「社会を明るくする運動・青少年健全育成」
彦根市大会

◆ひこにゃん登場・啓発活動
　（12：00 〜 12：30　１階正面玄関）
◆標語の掲示（ホール入口）
◆法務大臣メッセージ伝達（以下、２階ビバシティホール）
◆標語の特選者、作文の特選・入選者の表彰
◆特選・入選作文の発表
◆講演 「〜家庭・地域で考える〜子どもを犯罪の被害

者・加害者にしない子育て」　講師　幸島美智子さん
（子育てアドバイザー）

問い合わせ先　 社会福祉課☎ 23-9590、FAX26-
1768

幸
こう

島
じま

美
み

智
ち

子
こ

さん　プロフィール
　

　警察官としての経験と、退職後
息子２人を育てた体験を基に、我
が子を犯罪者にしない子育てこそ
が日本の治安回復につながるとし
て、子育てに悩む保護者に具体的
な子育てのコツを伝えています。
　規範意識、自己肯定感を育むた
めの具体的な対応や、ネット社会
を生きる今の子どもたちの現状と
保護者がとるべき対応もアドバイ
スしています。

７月は「社会を明るくする運動・青少年健全育成」強調月間です
〜犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ〜
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３
千
人
で
大
に
ぎ
わ
い

彦
根
市
立
病
院
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

５
月
26
日
、「
知
っ
て
ほ
し
い
！

自
分
の
健
康
、
み
ん
な
の
病
院
」
を

テ
ー
マ
に
、
彦
根
市
立
病
院
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
約
３
千
人

が
市
立
病
院
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
立
病
院
と

市
民
団
体
「
彦
根
市
民
健
康
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
倶く

楽ら

部ぶ

」
の
共
催
で
平
成
22

年
か
ら
行
わ
れ
、
今
回
で
３
回
目
に

な
り
ま
す
。

　

院
内
見
学
ツ
ア
ー
や
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
測
定
コ
ー
ナ
ー
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
外

科
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
来
場
者

が
豚
肉
を
使
っ
て
傷
口
を
縫
う
疑
似

体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

天
体
シ
ョ
ー
に
歓
声

金
環
日
食
の
観
察
会

　皆さん、金環日食はご覧になりましたか？ 5月
21日、鳥居本小学校（鳥居本町）で、鳥居本地区
公民館による観察会が行われました。運動場には
事前申込をした小学生や保護者、地元の人が日食
が始まる前に集まりました。
　講師から、日食を観察するためのグラスの使い
方などの説明を受けたあと、グラスを使って太陽
を直接見ないようにして観察をしました。
　児童らは、太陽が少しづつ欠けていく現象に、
歓声をあげていました。

　

５
月
25
日
、稲
枝
北
小
学
校
の
全

校
児
童
が
、「
稲
村
か
る
た
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
稲
村
か
る
た
」
は
、
校
区
内
の

歴
史
や
文
化
、
産
業
な
ど
を
48
句

に
詠よ

み
込
ん
だ
も
の
で
す
。

　

12
班
に
分
か
れ
た
児
童
は
、「
稲

村
か
る
た
」
に
詠
ま
れ
た
場
所
を

歩
い
て
巡
り
な
が
ら
、
地
元
の
人

か
ら
そ
の
場
所
に
ま
つ
わ
る
話
を

聞
い
た
り
、
ク
イ
ズ
に
答
え
た
り

し
て
地
域
の
よ
さ
を
知
り
ま
す
。

　

お
寺
で
は
、
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
うが

昔
の
人
々

に
時
刻
を
知
ら
せ
る
役
目
を
担
っ

て
い
た
、
と
の
説
明
に
児
童
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
「
稲
村
か
る
た

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」

美
し
い
琵
琶
湖
で
夏
を
迎
え
よ
う

小
・
中
合
同
湖
岸
清
掃

　５月 30 日、松原水泳場（松原町）や長曽根浜（長
曽根町）などで、人や地域に奉仕する気持ちを育て
ることをねらいに、西中学校区小中合同湖岸清掃が
行われました。
　西中学校の生徒、城西小学校・城北小学校の児童
や、西中学区の青少年育成協議会、保護者、教員が
参加しました。松原水泳場では、体操服姿の児童ら
が、湖岸をきれいにしようと、ゴミ袋を持って約１
時間歩きながら、丁寧にゴミを拾っていました。
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　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

榊さ
か
き

原ば
ら

都と

和わ

ち
ゃ
ん

（
鳥
居
本
町
）

吉よ
し

田だ

涼す
ず

風か

ち
ゃ
ん

（
鳥
居
本
町
）

三み

浦う
ら

七な
な

美み

ち
ゃ
ん

（
城
町
一
丁
目
）

受講者を募集
健康推進員養成講座  

〈内容〉地域に密着した健康づくり活動を推進するリー
ダー「健康推進員」を養成する講座を開催します。　

〈対象〉次の全ての項目に該当する人　①市内在住で、
おおむね 65 歳までの人　②健康づくりのボランティ
ア活動に意欲がある人　③地域の健康推進員とともに
継続して活動できる人　〈日程〉右表のとおり　※講師
の都合などにより、変更することがあります。　〈時
間〉９：30 〜 12：00。ただし第 1・2・8・14 回

（回数の数字に丸をしている日）は、引き続き 13：00
〜 15：30 も行います。　〈場所〉福祉保健センター
周辺施設  〈受講料〉無料    〈申込期限〉７月 17 日㈫

〈定員〉30 人　〈その他〉各地区活動、健康推進員活動
の見学、楽しく動いて健康づくり大会やウォーキング
コース歩き隊への参加があります。　〈申込・問い合わ
せ先〉 健康推進課☎ 24-0816、FAX24-5870  ※

健康推進課にある申込用紙に必要事項を書いてFAX
か直接窓口へ

開講日　

24日㈫

2日㈭

28日㈫

11日㈫

25日㈫

2日㈫

18日㈭

12日㈪

27日㈫

6日㈭

18日㈫

 11日㈮

22日㈫

7日㈭

　7月

　8月

 9月

10月

11月

12月

 

1月

 

 2月

回数

①
②
３

４

５

６

７

⑧
9

10

11

12

13

⑭

内容（予定）

開講式、健康推進員とは、食の安全・安心　など

生活習慣病、栄養バランスと賢い食べ方

生活習慣病予防のための食生活

調理実習（基礎編）

健康な生活とは、現役健康推進員の活動紹介

運動とメタボリックシンドローム

楽しく身体を動かしてメタボリックシンドローム予防

がん、タバコの害、今どきの子育て事情と支援

ひこねの食育

歯の健康

介護予防、認知症の人や家族へのサポート

健康づくり活動とは

メンタルヘルス

調理実習（応用編）、振り返り、閉講式
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発
行

：
彦

根
市

編
集

：
情

報
政

策
課

●
1

日
・

1
5

日
発

行
　

　
通

巻
第

1
2

6
9

号
（

 平
成

2
4

年
6

月
1

5
日

発
行

）

▶
「

広
報

ひ
こ

ね
」

は
大

豆
油

イ
ン

キ
を

包
含

し
た

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
▶

廃
棄

す
る

場
合

に
は

古
紙

回
収

に
出

し
て

く
だ

さ
い

。
▶

こ
の

「
広

報
ひ

こ
ね

」
は

4
9

,4
3

0
部

作
成

し
、

１
部

当
た

り
の

単
価

は
7

円（
１

円
未

満
切

り
捨

て
）で

す
。

た
だ

し
、原

稿
作

成
・

編
集

な
ど

に
か

か
る

職
員

の
人

件
費

は
含

ま
れ

て
い

ま
せ

ん
。

広
報
ひ
こ
ね

16

今月の納税 市県民税（第１期） 7月2日㈪までに納めましょう

　　

市
制
施
行
75
周
年
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
英
語
版
「
マ
ン
ガ
彦
根
の
歴
史

“H
ikone: A

 Journey in Tim
e --The 

H
istory of H

ikone”

」
を
発
行
し
、
販
売
を

始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
主
に
外
国
人
観
光
客
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
マ
ン
ガ
に
す
る
こ
と
で
彦
根
の

歴
史
や
文
化
財
へ
の
興
味
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
こ
う
と
制
作
し
た
も
の
で
す
。

　

不
思
議
な
猫
に
導
か
れ
た
主
人
公
た
ち

が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
戦
国
時
代
の
彦
根
、

井
伊
直な

お

弼す
け

の
活
躍
、
彦
根
で
花
開
い
た
文
化

な
ど
を
目
の
当
た
り
に
す
る
様
子
を
描
い
て

い
ま
す
。

　

セ
リ
フ
は
全
て
英
語
で
す
が
、
日
本
語
訳

の
別
冊
を
添
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
彦
根
の

歴
史
の
入
門
書
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

体
裁　

Ａ
５
判
（
広
報
ひ
こ
ね
の
半
分
の
大
き

さ
）
72
ペ
ー
ジ

販
売
場
所　

開
国
記
念
館
、
彦
根
城
博
物
館

販
売
価
格　

５
０
０
円
（
税
込
み
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
財
課
☎

26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番

英
語
版
「
マ
ン
ガ
彦
根
の
歴
史
」
を
発
行

▶
「
マ
ン
ガ
彦
根
の
歴
史
」
の
表
紙

　笑顔と感謝とおも
てなしの気持ちを
もって、彦根のす
ばらしさをお伝え
していきたいです。

　全国の人に、彦
根のことをもっと
よく知ってもらえ
るように、精一杯
がんばりたいです。

　お二人には、これから１年間、彦根を代表し
て、他市との交流事業や各種行催事、また観光
キャンペーンなどで活躍していただきます。

小
こ

西
にし

　楓
かえで

さん
（日夏町）

林
はやし

　奈
な

央
お

さん
（山之脇町）

決定！　2012　ひこねお城大使

広
報
ひ
こ
ね
へ
の
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
「
広
報
ひ
こ
ね
」
や
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
、あ
な
た
の

会
社
や
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

掲
載
料　
　

▼
広
報
ひ
こ
ね　

１
枠
３
万
円

　
　
　
　
　

▼
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

１
枠
２
万
円
（
月
額
）

大
き
さ　
　

▼
広
報
ひ
こ
ね　

縦
45
・
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
86
ミ

　
　
　
　
　
　

リ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　

▼
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

縦
60
ピ
ク
セ
ル
×
横
１
４

　
　
　
　
　
　

０
ピ
ク
セ
ル

申
込
締
切　

▼
広
報
ひ
こ
ね　

原
則
、
発
行
日
の
１
か
月
前

   　
　
　
　

▼
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

随
時
募
集
中

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課
☎
30-

６
１
０
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-
１
３
９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

koho@
m

a.city.hikone.shiga.jp


